
（様式２）

配点（標準点） 指定管理者自己評価 市評価

1 2(1) 2 2

2 2(1) 2 2

4 4 4

3 4(3) 3 3

4 10(6) 5 6

5 4(3) 4 4

6 4(3) 4 4

7 4(3) 4 3

8 4(3) 3 3

9 3(2) 3 3

33 26 26

10 5(3) 5 5

11 5(3) 3 3

10 8 8

12 5(3) 3 3

13 5(3) 3 3

14 5(3) 4 4

15 10 10

15 10(6) 8 7

16 4(3) 3 3

17 4(3) 3 3

18 2(1) 1 1

19 2(1) 1 1

20 2(1) 1 1

21 2(1) 1 1

26 18 17

22 3(2) 2 2

23 3(2) 2 2

6 4 4

24 2(1) 0 0

25 2(1) 0 0

26 2(1) 2 1

　

6 2 1

100 72 70

備品の管理

個人情報保護

合　計　点

個人情報保護に関する規定が整備されているか。
個人情報の漏洩、滅失等の事故防止対策を講じているか。

小計

小計

活動指標

Ⅶ　その他

R2.4.18からR2.5.15まで緊急事態宣言に
よる休館及び新型コロナ感染症予防のた
め中止講座あり。102回実施/146回目標。
318日開館/345日目標。

雇用・労働条件への配慮

Ⅵ　雇用及び地域経済への配慮

地域経済への配慮

法令等遵守
法令、条例等に基づき、必要な点検、報告、手続き等
を行っているか。

小計

建物・設備等が安全に利用できるような状態が保持さ
れているか。

清掃・衛生・美観維持
利用者が快適に利用できるような状態が保持されているか。
市の指定管理施設にふさわしくないチラシやパンフレットの陳列、ポ
スター掲示等はないか。

Ⅴ　適切な施設の維持管理

施設・設備の保守管理

持ち込み物品等の管理

 

 備品が適切に管理されているか。

持ち込み物品等が適切に管理されているか。
（例：持ち込み物品等管理簿、表示　等）

連絡調整
市への各種届出等迅速に行って
いる。また、地域との連絡調整
も的確に行っている。

人員・研修体制

事故・災害発生時又は危険予測時の対策・対応が行わ
れているか。（例：マニュアル整備、訓練等）

人員の配置、勤務実績、労働環境等は適切か。
必要な資格、経験等を有する人員が確保されているか。職
員に対し研修を実施しているか。

収支予算書どおりの収支状況となっているか。

協定書等に従い、市への各種届出、報告、提出、協議、相
談等を適切にしているか。
市や地域、関係機関との連携調整を適切に行っているか。

危機管理、事故・災
害等への対策・対応

マニュアルが整備されており、2
回の防災訓練やAED研修を行っ
た。

収支状況

Ⅲ　管理経費の縮減

帳簿管理・経理

帳簿等は適正に管理されているか。
契約にあたり、適正な経費算定（積算）が行われた
か。業務委託や修繕について適正な監督、検収が行わ
れたか。

法人の経理規定及び委託契
約事務マニュアルに基づ
き、適正な帳簿管理、現金
管理を行っている

収入確保、支出の適正化
等、予算の執行状況

収入確保の取組みを推進しているか。
指定管理料を含め、支出が適正に行われたか。

令和２（2020）年度　指定管理者制度導入施設　管理運営評価結果書

施設名称

施設所在地

Ⅰ　市民の平等な利用の確保

平等利用
平等利用、公平性が保たれてい
る。

指定期間

評価項目 評価基準 市評価コメント 特記事項自己評価コメント

市民の利用にあたり、公平であるか。
（例：使用許可、使用料等の減免、利用の制限　等）

施設区分

指定管理者

施設所管部課

郡山市障害者福祉センター

郡山市香久池一丁目１５－１５

平成31年4月1日から令和6年3月31日

事業実施型

社会福祉法人郡山市社会福祉事業団

保健福祉部障がい福祉課

 

※新型コロナウイルス感染拡大防
止に伴う休止期間
　貸室事業　令和２年４月18日
(土)～５月15日(金)

成果指標

　

小計

設定した指標の目標値（開館日345日、各種講座・行
事・クラブ開催回数146回）を達成しているか。

設定した指標の目標値（施設利用者数35,000人）を達
成しているか。

指定管理業務への姿勢
積極的な管理運営、市に協力的であるか
地域や民間事業者と円滑な関係を構築しているか

積極的に管理運営を行い、市に協力して
いる。地域や民間業者とも円滑な関係を
構築している。

地域や民間事業者とのさらなる関係構築
が望まれる。

新型コロナ感染症の影響で、障害者団
体・ボランティア団体の貸室利用キャン
セルが相次いだ。また、利用を控える団
体も多数あり、目標値の50％に留まっ
た。

労働基準法等の労働関係法令、郡山市公契約条例等の
順守がなされているか。
労働条件への配慮は十分か。

計画通りに市内からの職員採用を行っているか。
再委託は計画通り適正に行われているか。
市内事業者への再委託を行っているか。

小計

事業実施状況
計画どおり事業が実施されているか。
サービス向上の取り組みがなされているか。

仕様書通りに事業を実施したが、新型コ
ロナ感染症予防による事業回数減や休館
の影響があった。

実施時期や実施場所の変更、他の実施手
法等を検討した上で実施できなかったた
め、標準点とする。

苦情・要望の
把握・対応

利用者からの意見、苦情を受けて、迅速に対応できている
か。（記録簿整備を含む。）
特に重要な事案については、遅滞なく市へ報告している
か。

令和２年度は苦情はないが、記録簿
の整備、市への速やかな対応を行っ
ている。

管理運営方針
市が示している管理運営方針及び仕様書に合致した、
施設の管理運営がなされているか。

広報・ＰＲの実施

Ⅱ　施設の効用の最大限の発揮

利用促進のための取組みを実施しているか。
（例：事業の開催案内、ホームページの管理　等）

センターFB、事業団HP、郡山市
FBの掲載も新たに試み、講座募
集を積極的に行った。

接客態度
言葉づかい、態度、電話対応、名札、服装等は適切
か。

利用者アンケートでお褒めの言
葉を多数いただいている。

市、他の指定管理者、関係機関、類似施設、周辺施設、地
元等との連携を図っているか。
（例：施設間の回遊・相互利用、地元とのタイアップ、積
極性　等）

利用者アンケート
への対応状況

利用者アンケートによる指摘のうち、改善すべき事項
について対応を図っているか。

利用者アンケートでの指摘に迅
速に対応した。

小計

市、関係機関、類似施
設、地元等との連携

市への事前承認を徹底してお
り。概ね計画的に修繕が実施さ
れている。

安全の確保

法定点検が確実に行われているか。
施設・設備が適切に利用できるような状態が保持されてい
るか。（修繕を含む。）

法定、定期、自主点検を綿密に
行った。また、修繕は全て事前
に市の承認を得た。

小計

Ⅳ　管理を安定して行う人的、物的能力その他経営上の基盤

（様式２）

令和元（2019）年度

33,901

1,437

35,450

Ｂ

令和元年台風19号

【一次評価（指定管理者による自己評価）】

点数

【二次評価（市による評価）】

点数

【改善のための行動計画】

令和２（2020）年度

行動計画
【前年度の指摘事項】
・施設修繕に伴う事前報告について一部漏れがみられた。よって、次年度以降は漏れなく報告を行い、適切な施設管理を図る必要がある。
・指定管理者の法人本部と施設間において、情報共有が適切に行われていない状況がみられた。そのため、指定管理者全体の意思統一が図れるよう連携体制を強化すること
が望まれる。

【改善対応状況】
・施設修繕については、事前に市へ報告し了承を得てから実施し、適切な管理運営を図った。
・法人本部とは連絡を密にし、情報共有を図った。

67,128

実　　　　　　　　績

令和３（2021）年度 令和４（2022）年度 令和５（2023）年度 合計

指定管理料 (千円) 33,227

二次評価
（市の評価） Ｂ

サ　ー　ビ　ス　向　上　対　策

利用者数 (人) 17,442 69,808

評価 評価内容

【次年度に向けて改善が必要な点】
新型コロナウイルス感染症による休館や感染防止のための基礎講座中止に伴い、活動指標・成果指標の目標値を達成
できなかった。コロナ禍においても、感染症対策を今まで以上にしっかりと行い、ソーシャルディスタンス等を確保
できる新たな講座を開催し、次年度は利用数増を心がけていく。

Ｂ 72

【総合評価（評価できる点等）】
市民の貸室等利用に関しては、平等利用公平性が保たれていた。窓口等の接客態度に関しては、コロナ禍におけるマ
スク着用のため、表情を見ることが出来ないため、今まで以上により丁寧に利用者の立場に立って接客することがで
きた。また、サービス向上対策の欄でも記したが、利用者の多くが障がいを持たれている方であるため、消毒等の感
染対策には力を入れた。講座の際に検温のダブルチェック等により利用者には面倒をかけたが、返って安心できたと
声が講座回数を重ねるごとに増えていった。また、コロナ禍においても積極的にPR活動等を行ったことにより、要約
筆記者養成講座・音訳ボランティア養成講座等において、ボランティア等の育成に力を注げた。

2,680利用料金収入 (千円） 1,243

備　　考
新型コロナウイルス感染症に

伴う休館

評価 評価内容

【次年度に向けて改善を望む点】
新型コロナウイルス感染症による休館や事業の一部中止に伴い、活動指標・成果指標の目標値は達成されなかった
が、次年度は新しい生活様式に対応した新規講座の検討及び既存講座を見直し等を行い、より柔軟な運営が望まれ
る。

Ｂ 70

【総合評価（評価できる点等）】
新型コロナウイルス感染症の影響下において、施設の休館や市からの一部事業の中止要請に対応しながらも、可能な
限り事業の実施に努めた点は評価に値する。特にコロナ渦において実施困難である講座等を、従来の実施方法を見直
し、実施回数を増やして定員を減らす等の感染対策を講じた上で、安心・安全に実施できた点は評価したい。
また、障がい者の障がい特性に応じた感染対策を徹底した点も評価できる。具体例として、視覚障がい者の貸室利用
の際、使用する器具や手が触れる場所等をこまめに消毒・清掃し、視覚的に捉えることが困難な状況にも丁寧に対応
していた。

新型コロナウイルス感染症予防に関して、利用者が安心して来所できるように毎日の消毒作業に加え、毎週金曜日に全館（体育室も含む）の消毒等を行うメンテナンス日を設定した（年度を通して継続中）。椅子・机・体育室内壁・ラケット・ボール・

バスケットゴールリング・ランニングマシン・サイクリングマシン等器具も全て消毒作業を行った。視覚障がい者の利用頻度が高いランニングマシンの消毒清掃は、視覚的に状態をとらえることが出来ない方にとって、サービス向上となった。

また、講座においては、自宅での検温と手指消毒も依頼し、来所時もさらに検温と手指消毒のダブルチェックを行い、講座参加者のサービス向上に努めた。講座アンケートにも安心して参加できたとの声あり。
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【各評価区分における得点率】


